
診療所からのお知らせ
2025年度健診特診は第2・4火曜日

10月の特診日14日
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風邪外来は一般
診察終了後です。
風邪症状の方は
事前にお電話を
お願い致します

診療のご案内

 外来のエアコン工事のため、10/24(金)、
10/31(金)の夜診と10/25(土)、
11/1(土)の外来が休診となります。よろ
しくお願いいたします。

 インフルエンザ・コロナワクチンの定期接
種は10/15～開始となります。お電話で
のご予約は10/1～となります。ご予約の
お電話は14時以降にお願いいたします。
どちらも診療時間内で接種可能です。事
前にご予約をお取り下さい。

骨粗しょう症
についても

ご相談ください

肺炎球菌ワクチン人気です

健診特診は13:30～の予約制となっていま
す。必ずお電話で予約をお取り下さい。健
診の際は名古屋市から届いている受診券と
保険証をお持ちください。一般診療時間内
でも健診を受けることができます。もちろ
ん夜診でも健診は受けられます。

甲状腺は首の前面にあり、ホルモンを分泌
して身体の調子を整えています。「最近疲
れやすくなった」「体重が急に増えたり減
ったりした」「喉の辺りが腫れていると言
われた」こういった症状はありませんか？
甲状腺のホルモン量が過剰になると動悸や
息切れ、体重減少、手の震え、疲れやすい
といった症状が現れます。逆にホルモン量
が低下すると体重増加、冷え、無気力など
の症状が現れます。他の臓器と同様にしこ
りなどが触れる場合は、悪性腫瘍の可能性
もあります。桃山診療所では採血やエコー
で甲状腺について調べることができます。
ぜひご相談ください。

肺炎にかかると免疫力が低下し、同時にイン
フルエンザやコロナにかかることがあります。
その場合は症状が重症化し、入院が長引くた
め、退院するときに体力が著しく低下し自宅
へ帰れなくなってしまう方も多くいらっしゃ
るそうです。寒くなる季節に向けて、肺炎球菌
ワクチンの接種をおすすめしています。名古
屋市在住の65歳以上の方は、一度だけ名古
屋市の補助を受けて接種することができます。
ご希望日の10日前までにお電話で予約をお
取りください。



10月の桃山診療所でのイベント案内 フレイル予防体操が再開します

桃山診療所居宅介護支援事業所 052-876-6333
訪問看護ステーションももやま 052-877-6500
ヘルパーステーションあじさい 052-877-6671
桃山診療所デイケア 052-875-7282

南医療生活協同組合 桃山診療所
名古屋市緑区桃山一丁目54番地
℡052-876-8880 または 052-878-0012

10月のライフアップ講座は、南生協病院退
院支援センターの係長にお越しいただき、
病気になった場合に利用できる社会保障制
度についてお話をお聞きします。

筆文字レクリエーション、筆
ペンで書く「己書（おのれし
ょ）」の体験会を開催します。
手ぶらで参加OK！筆ペンで好
きな感じに楽しんで書いてみ
ましょう。あなたらしさの味
を楽しむ己の書です。
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10/3 14時～病気になったら

受けられる社会保障制度

10/8 14時～
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今月からインフルエンザの予防接種が始ま
りますが、それ以外のワクチンについて、
みなさんは自分がこれまでどのワクチンを
打ってきたか、またその効果があるとされ
ている期間は切れていないか意識はされて
いますか？季節で一気にみなさんが接種さ
れるインフルエンザのワクチンだけではな
く、肺炎球菌ワクチンや帯状疱疹のワクチ
ンについても、意識をしてみてください。
忘れちゃったり、よくわからないという人
は気軽に主治医に聞いてみてくださいね。
これからの自分のために予防できることは
予防していきましょう。もちろんたくさん
笑っておいしく食べて元気に動いて免疫力
をあげることもとっても大事です。


